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〜データを活⽤できる⼈材とは︖〜
産業⼈材の育成とビジネス数学



講師プロフィール

【略歴】
東京⼯業⼤学⼤学院⽣命理⼯学研究科修了後、予備校講師などを経て現職。
数学と社会の関わりについて研究し、「ビジネス数学」という新しいジャンルを開拓。
「ビジネス数学」に関する講座や検定試験などの企画・運営を⼿がける 。

「ビジネス数学検定」から得られたデータをもとに、数字が苦⼿なビジネスパーソンが、
まず押さえるべき数字の勘所を分析し、2012年6⽉に数字が苦⼿なビジネスパーソ向けの「ビジネス数学
講座」を⽇本で初めて開講。
数字に関するこれまでになかったタイプの研修コンテンツとして、多くの数字が苦⼿なビジネスパーソン
を救済し、現在までの研修受講者数は累計で10,000⼈を突破。

【専⾨分野】
ビジネスにおける数字の取り扱い
データ分析
統計学

【主な著書】
「実践︕ビジネス数学検定2級」（⽇経BP社）
「実践︕ビジネス数学検定3級」（⽇経BP社）
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②⾼校・⾼専カリキュラムと
ビジネス数学関連

①データを活⽤できる⼈材とは︖
本⽇のテーマ
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③産業⼈材育成プログラムの紹介



②⾼校・⾼専カリキュラムと
ビジネス数学関連

①データを活⽤できる⼈材とは︖

4

③産業⼈材育成プログラムの紹介



2018年6⽉︓⽂部科学省
・Society5.0に向けた⼈材育成に係る⼤⾂懇談会

2018年9⽉︓内閣府
・統合イノベーション戦略推進会議「AI戦略」

2018年12⽉︓⽇本経済団体連合会
・今後の採⽤と⼤学教育に関する提案

2019年3⽉︓⽂部科学省・経済産業省
・数理資本主義の時代

「数学」に関する提⾔
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データを活⽤できる⼈材とは︖



⼩学校︓2020年度〜
中学校︓2021年度〜

⾼等学校︓2022年度〜

「統計」とデータ分析を
重視したカリキュラムへ

新学習指導要領
⽂理を問わず全ての⼤学
・⾼専⽣約50万⼈卒/年が
課程にて初級レベルの
数理・データサイエンス
・ＡＩを習得する標準プ
ログラムを策定

⼤学・⾼専

数学教育の変化

データを活⽤できる⼈材の育成
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データを活⽤できる⼈材とは︖





数学⼒の向上は
世の中の要請である
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データを活⽤できる⼈材とは︖
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データを活⽤できる⼈材とは︖

産業⼈材に必要な3要素

数 学

ビ
ジ
ネ
ス

数

学

デ
(
タ

サ
イ
エ
ン
ス

数学
データ活⽤の基礎⼒

データサイエンス
数学の応⽤⼒

ビジネス数学
課題解決⼒

有機的に
使いこなす⼈材
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ビジネス数学
とは︖︖

データを活⽤できる⼈材とは︖

数 学
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財務
会計

経営
分析

品質
管理

マーケ
ティング

データ
分析

ビ ジ ネ ス 数 学

算 数 ・ 数 学

応⽤
能⼒

基礎
能⼒

ビジネスにおける数字の取扱い能⼒

基礎能⼒としての
算数・数学が必要︕
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データを活⽤できる⼈材とは︖
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ビジネス数学の「5つの⼒」

データを活⽤できる⼈材とは︖
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数学⼒の活かし⽅を
⾝につける

データを活⽤できる⼈材とは︖



②⾼校・⾼専カリキュラムと
ビジネス数学関連

①データを活⽤できる⼈材とは︖
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③産業⼈材育成プログラムの紹介



⾼校・⾼専カリキュラムとビジネス数学
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ビジネス数学で
使う数学
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かけ算 わり算
たし算 ひき算

表やグラフ

⽐例 反⽐例
割合 時間

⼩数 分数
概数⼤きな数

平均 資料の整理

算数

場合の数
論理と集合

統計の基礎

指数関数
対数関数

回帰分析 相関

確率 期待値
相乗平均

数列 等⽐級数

⾼校数学

⽅程式
正負の数

平⽅根
確率の基礎

変化の割合
⼀次関数

簡単な統計

中学数学

⾼校・⾼専カリキュラムとビジネス数学
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算数と中学数学で
80％以上

⾼校・⾼専カリキュラムとビジネス数学
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⾼校・⾼専の
カリキュラムとの関連

⾼校・⾼専カリキュラムとビジネス数学
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⾼等専⾨学校のシラバスや学習指導要領解説
から関連するキーワードをピックアップ調査

調査⽅法

⾼校・⾼専カリキュラムとビジネス数学
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ビジネス系

41.1％

25.3％

科⽬の内容⼀致

考え⽅に共通点

主な共通項⽬

など

取引とビジネス計算

マーケティング
企業活動

財務諸表分析
事業計画

ビジネス数学の
学習で相互補完

⾼校・⾼専カリキュラムとビジネス数学



2xx1年度の同じ業界に属する
A社とB社の損益計算書のデー
タを右の表にまとめました。
本業とする業務で効率よく稼
いでいると⾔えるのはどちら
ですか︖
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参考課題
⾼校・⾼専カリキュラムとビジネス数学
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⼯業系

科⽬の内容⼀致

考え⽅に共通点

主な共通項⽬

など

⽣産の計画と管理

安全管理と環境管理
⼯程管理と品質管理

製品企画
原価計算・積算

管理や企画系を
ビジネス数学で補完

3.9％
6.4％

⾼校・⾼専カリキュラムとビジネス数学



機械A 機械B
作業A 6 5
作業B 3 8

単位︓時間

A社の製造部⾨では作業A・作業Bを⾏うために機械A・
機械Bを使⽤します。作業A・作業B共に機械A→機械B
の順に作業しなければならず、それぞれにかかる時間
は下の表のとおりです。
それぞれの機械では、作業A・作業Bを同時に実⾏する
ことはできません。

作業A・作業Bの両⽅をできる限り早く完了させるには、
どちらの作業から始めるべきですか。

参考課題
⾼校・⾼専カリキュラムとビジネス数学



①グラフ
②チェックシート
③パレート図
④特性要因図
⑤散布図
⑥ヒストグラム
⑦管理図

QCの7つ道具

ビジネス数学
と強い関係

⾼校・⾼専カリキュラムとビジネス数学
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⾃分の専⾨を
ビジネスにできる⼈材

⾼校・⾼専カリキュラムとビジネス数学

産業⼈材



②⾼校・⾼専カリキュラムと
ビジネス数学関連

①データを活⽤できる⼈材とは︖
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③産業⼈材育成プログラムの紹介
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産業⼈材育成プログラムの紹介

産業⼈材育成プログラム
①データサイエンス数学基礎Ⅰ 

②データサイエンス数学基礎Ⅱ

③データサイエンス数学応⽤Ⅰ 

④データサイエンス数学応⽤Ⅱ

⑤基礎からはじめるデータ分析
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①データサイエンス数学基礎Ⅰ 
②データサイエンス数学基礎Ⅱ

数学の基礎能⼒の向上

⼤学教養レベルまでの
データサイエンスに
必要な数学を学ぶ

産業⼈材育成プログラムの紹介
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数学の活⽤能⼒の向上
③データサイエンス数学応⽤Ⅰ 

③ ④
機械学習・深層学習

を基本から学ぶ

産業⼈材育成プログラムの紹介
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数学の活⽤能⼒の向上

④データサイエンス数学応⽤Ⅱ

③ ④
ビジネスシーンでの
データの活⽤による

課題解決を⾝につける

産業⼈材育成プログラムの紹介
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データ分析の基礎
⑤基礎からはじめるデータ分析

短期間で⼀通りの
基本を⾝につける

⑤

産業⼈材育成プログラムの紹介
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産業⼈材育成プログラムの紹介

プログラムの効果測定
①データサイエンス数学基礎Ⅰ 
②データサイエンス数学基礎Ⅱ
③データサイエンス数学応⽤Ⅰ 
④データサイエンス数学応⽤Ⅱ
⑤基礎からはじめるデータ分析

データサイエス数学ストラテジスト試験



数学⼒の向上は
世の中の要請である
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産業⼈材育成プログラムの紹介



数学を使える
産業⼈材を育てましょう︕
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http://www.su-gaku.biz/
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2018年６⽉以降、国の有識者会議や
経済団体から価値ある新しいものを
創造する基盤として「数学」を重要視
する報告書等が相次いで公表

〇機械を使いこなすリテラシーの基盤となるサイ
エンスや数学、ｸﾘﾃｨｶﾙｼﾝｷﾝｸﾞ、全体のデザイン
⼒がこれまで以上に求められている

〇基礎的読解⼒、数学的思考⼒などの基盤的な学
⼒や情報活⽤能⼒を全ての児童⽣徒が習得

〇⽂理両⽅を学ぶ⼈材を育成するよう、⾼校・⼤
学改⾰と⾼⼤接続改⾰を進める必要あり

〇微分⽅程式や線形代数・統計、データマイニン
グなど、より⾼度の内容を学びたい⾼校⽣のた
めの条件整備

*2018/6 ⽂部科学省「Society 5.0 に向けた⼈材育成〜 社会が変わる、学びが変わる〜」
*2018/9 内閣府／統合イノベーション戦略推進会議「AI戦略（案）」
*2018/12 ⼀般社団法⼈⽇本経済団体連合会／「今後の採⽤と⼤学教育に関する提案」
*2019/3 ⽂部科学省・経済産業省／理数系⼈材の産業界での活躍に向けた意⾒交換会報告書
「数理資本主義の時代」
*2019/4 ⽂部科学省 中央教育審議会総会「新しい時代の初等中等教育の在り⽅について」
*2019/6 内閣府／統合イノベーション戦略推進会議「AI戦略」

〇⾼等学校教育全般におけるSTEAM教育
充実による⽂理分断からの脱却

〇⼤学⼊試改⾰（⼤学全学部に数学、情報
Ⅰ科⽬の採⽤）

〇あらゆる分野においてAI・数理・データ
サイエンスの知⾒を活⽤できる⼈材を輩
出する、⼤学・⼤学院の仕組み/体制整備

〇リカレント教育による社会⼈へのAI・数
理・データサイエンス教育の充実

〇ビッグデータやＡＩなどを使いこなす
ために情報科学や数学・統計の基礎知識
も必要不可⽋

〇第四次産業⾰命を主導し、さらに限界
すら超えて先に進むために、どうしても
⽋かすことのできない科学が、三つある
。それは、第⼀に数学、第⼆に数学、そ
して第三に数学である︕

〇数学は科学の普遍的な共通⾔語として
の性格を持つため、国籍・⾔語・⽂化・
世代の相違を超えたオープンなイノベー
ションが数学を通じて可能

2018年
12月

2019年
３月

2018年
９月

〇新時代に対応した⾼校教育の在り⽅と
して、⽂系・理系にかかわらず様々な
科⽬の学習やSTEAM教育の推進

〇内閣府／統合イノベーション戦略推進会
議にて「AI戦略(案)」から「AI戦略」
へ正式決定

2019年
4-6月

2018年
６月

参考資料


